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信
用
金
庫
史
』
に
若
干
の
言
及
が
あ
る
も
の
の
、
経
営
の
実
態

に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
検
討
は
未
だ
十
分
に
為
さ
れ
て
い
な
い
。

本
連
載
を
続
け
て
き
た
多
摩
金
融
史
研
究
会
で
は
、
上
記
の
三

行
に
関
わ
っ
て
早
川
大
介
が
三
多
摩
の
銀
行
設
立
（
前
掲
『
多

摩
の
あ
ゆ
み
』
一
六
七
号
）、
経
営
を
支
え
た
資
産
家
（
同
一 

八
六
号
）、
武
陽
銀
行
の
設
立
（
同
一
八
四
号
）
に
つ
い
て
分

析
を
加
え
て
お
り
、
筆
者
も
西
多
摩
郡
を
中
心
と
す
る
金
融
機

関
間
関
係
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
（
一 

六
八
号
）。

　

今
回
は
、
青
梅
町
内
三
行
の
『
営
業
報
告
書
』
が
同
時
期
に

揃
う
唯
一
の
年
次
で
あ
る
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
上
期
を

対
象
に
、
三
行
の
経
営
と
株
主
に
関
す
る
よ
り
立
ち
入
っ
た
検

討
を
行
う
こ
と
で
、
銀
行
間
の
分
業
・
競
争
の
あ
り
様
に
関
す

る
考
察
を
加
え
た
い
。

27

多摩の
金融史

は
じ
め
に

　

明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
、
国
内
の
銀
行
数
は
二
三
八
五

行
を
数
え
た
。
同
年
の
自
治
体
数
は
五
八
市
一
〇
五
四
町
一
万 

三
四
六
八
村
だ
っ
た
か
ら
、
一
つ
の
市
や
町
に
複
数
の
銀
行
が

ひ
し
め
き
合
う
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
多
摩
地
域
に
つ
い

て
言
え
ば
、
明
治
期
に
八
王
子
・
青
梅
を
中
心
と
し
て
二
〇
行

余
り
の
銀
行
が
設
立
さ
れ
て
い
る
（
早
川
大
介
「
地
域
が
生
ん

だ
多
摩
の
銀
行
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
一
六
七
、二
〇
一
七
年
）。

本
稿
で
は
、
西
多
摩
郡
内
で
銀
行
設
立
が
集
中
し
た
青
梅
町
の

三
行
（
青
梅
銀
行
、
多
摩
銀
行
、
青
梅
商
業
銀
行
）
を
比
較
し

つ
つ
、
狭
い
範
囲
内
で
金
融
機
関
が
ど
の
よ
う
に
棲
み
分
け
、

な
い
し
競
争
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

青
梅
町
内
の
銀
行
に
つ
い
て
は
、『
青
梅
市
史
』
や
『
青
梅

小
島
　
庸
平

二
〇
世
紀
初
頭
の
青
梅
町
所
在
銀
行

　
─
青
梅
銀
行
・
多
摩
銀
行
・
青
梅
商
業
銀
行
─
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と
は
別
に
設
け
ら
れ
た
大
衆
的
金
融
機
関
で
あ
る
貯
蓄
銀
行
が

受
け
入
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
青
梅
銀
行
は
い

わ
ゆ
る
貯
蓄
銀
行
の
兼
営
を
行
っ
て
お
り
、
零
細
な
貯
蓄
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
こ
と
が
、
預
金
吸
収
を
助
け
、
青

梅
銀
行
の
経
営
基
盤
を
よ
り
堅
固
な
も
の
に
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

貸
付
に
つ
い
て
は
、
割
引
手
形
が
貸
付
金
よ
り
も
多
い
。
こ

の
時
期
に
は
手
形
貸
付
が
割
引
手
形
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
留
保
が
必
要
だ
が
、
一
定
の
商
業
銀
行
的
な
側
面
を
有
し

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
表
4
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
土
地
を
中
心
と
す
る
抵
当
流
込
物
件
も
最
多
額
を
占
め

て
い
た
。
実
際
、
抵
当
質
物
別
に
貸
付
額
を
整
理
し
た
表
4
に

よ
れ
ば
、
青
梅
銀
行
は
約
六
万
円
と
い
う
最
も
多
額
の
「
地
所

及
建
物
」
を
担
保
に
取
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
大
規
模
な

山
林
地
主
を
含
む
経
営
者
の
構
成
（
後
述
）
を
反
映
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

銀
行
間
の
短
期
資
金
融
通
の
実
態
を
示
す
コ
ル
レ
ス
網
に
つ

い
て
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
5
は
、
一
九
〇
九
年
上
期
の
青

梅
町
内
三
行
の
コ
ル
レ
ス
網
の
展
開
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

青
梅
銀
行
は
、
全
体
と
し
て
東
日
本
を
中
心
に
中
小
規
模
の
地

一　

三
行
の
経
営
上
の
特
徴

　

表
1
は
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
上
期
に
お
け
る
青
梅

町
内
三
行
の
主
な
経
営
指
標
を
、
貸
借
対
照
表
（
表
2
）
と
損

益
計
算
書
（
表
3
）
に
基
づ
い
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

各
行
別
に
経
営
上
の
特
徴
を
整
理
し
た
い
。

（
一
）
青
梅
銀
行

　

青
梅
銀
行
は
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
創
業
の
町
内
最
古

の
銀
行
で
あ
る
。
明
治
四
二
年
上
期
の
時
点
で
は
、
資
本
金
額

で
は
多
摩
銀
行
に
劣
る
も
の
の
、
貸
付
金
額
・
預
金
額
と
も
に

町
内
一
位
で
、
最
大
規
模
の
業
容
を
誇
っ
て
い
た
。
預
貸
率
は

資
本
金
を
加
味
し
て
も
一
〇
〇
％
を
超
え
る
が
、
そ
の
分
だ
け

積
立
金
も
多
く
、
利
益
率
は
三
行
の
中
で
最
も
高
い
。
同
じ
く

三
行
中
で
配
当
性
向
は
最
も
低
い
も
の
の
、
配
当
率
は
一
割
二

分
と
最
高
で
、
高
配
当
を
出
す
だ
け
の
剰
余
金
を
上
げ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

青
梅
銀
行
の
特
徴
の
一
つ
は
、
表
2
中
負
債
の
側
で
「
貯
蓄

預
金
」
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
銀
行
法
の

下
で
は
、
青
梅
銀
行
の
よ
う
な
普
通
銀
行
は
預
金
を
一
口
一
〇

円
以
上
で
な
い
と
受
け
付
け
ら
れ
ず
、
零
細
貯
金
は
普
通
銀
行
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資産 負債

青梅銀行 多摩銀行 青梅商業 
銀行 青梅銀行 多摩銀行 青梅商業 

銀行本支店計 二宮出張所 本支店計 二宮出張所
貸付金 120,862 76,045 32,828 54,367 公金預金 ─ 3,359 ─ ─
当座預金貸越 58,692 64,444 4,435 33,990 定期預金 39,104 24,407 3,997 5,347 
割引手形 161,843 90,666 22,615 67,100 当座預金 35,081 20,187 2,983 34,975 
他店へ貸 576 2,366 535 別段預金 764 6,757 2,149 
預ケ金 314 14,586 ─ 特別当座預金 36,006 37,603 13,589 10,639 
国債証券 14,025 6,784 155 当座貸越 ─ ─ ─ 126 
勧業債券 840 預金手形 ─ ─ ─ 831 
諸株式 4,040 3,890 1,050 貯蓄預金 54,080 ─ ─ ─
払込未済資本金 30,000 75,000 ─ 借入金 16,000 5,000 ─ 1,500 
仮勘定 ─ 264 ─ 資本金 150,000 200,000 ─ 100,000 
営業用什器 420 487 225 1,192 積立金 67,800 45,000 ─ 6,439 
営業用地所建物 1,100 4,316 1,316 別段積立金 4,500 4,500 ─ ─
抵当流込物件 5,000 225 2,000 所有物積立金 ※ 1,520 ─ ─ 65 
金銀有高 28,581 20,497 2,021 8,769 滞貨準備金 5,300 ─ ─ ─

他店ヨリ借 173 1,033 ─ 195 
未払配当金 ─ 211 ─ 11 
本店勘定 ─ ─ 41,700 ─
当期利益金 15,966 11,512 2,171 6,879 

計 426,293 359,570 63,440 169,157 計 426,293 359,570 64,440 169,157 
出所：前表に同じ。
※青梅商業銀行では営業用什器料積立金

表 2　三行の貸借対照表（明治42年上期）	 単位：円

出所：前表に同じ。

表 3　三行の損益計算書（明治42年上期）	 単位：円
利益 損失

青梅銀行 多摩銀行 青梅商業 
銀行 青梅銀行 多摩銀行 青梅商業 

銀行
利息 13,318 8,440 5,831 利息 7,724 2,246 2,365 
公債利息 391 126 29 給料 846 948 427 
株式配当金 163 329 ─ 旅費 68 86 14 
勧業債券利息 22 ─ ─ 手数料 5 8 
割引料 7,620 3,715 4,536 割引料 ─ ─ 26 
手数料 32 371 5 雑費 635 515 417 
雑益 204 136 97 諸税 1,391 1,220 396 
有価証券時価見積額 1 ─ ─ 欠損 ─ 472 20 
国庫債券償還益 14 ─ ─ 報酬金 15 15 10 
諸税過誤納金戻入 ─ ─ 56 純益金 15,966 11,512 6,879 
前半期繰越 4,884 3,905 ─

純
益
金
処
分

積立金 1,700 1,500 1,000 
別段積立金 100 ─ ─
滞貨準備金 1,000 ─ ─
賞与及交際費 1,015 750 350 
配当金 7,200 6,300 4,000 
後期繰越 4,951 2,962 1,529 

計 26,649 17,021 10,553 計 26,649 17,021 10,553 

出所：各行『営業報告書』1909年上期より作成。

表 1　三行の概要（明治42年上期）	 単位：円、%

青梅銀行 多摩銀行 青梅商業計 二宮出張所
創業年 明治15年 明治30年 明治22年
公称資本金 150,000 200,000 ─ 100,000 
払込済資本金（A） 120,000 125,000 ─ 100,000 
諸貸付金（B） 341,973 233,522 59,878 155,991 
諸預金（C） 165,034 92,314 20,568 53,111 
諸積立金 79,120 49,500 ─ 6,504 
純益金 15,966 11,512 2,171 6,879 
預貸率 207.2 253.0 291.1 293.7 
B/（A+C） 120.0 107.5 ─ 101.9 
払込資本金利益率 13.3 9.2 ─ 6.9 
配当性向 45.1 54.7 ─ 58.1 
配当率 12.0 10.8 ─ 8.0 
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出所：前表に同じ。

表 4　三行の抵当質物別貸付額

抵当質物 
種類

青梅銀行 多摩銀行 青梅商業銀行本店 出張所
円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

国債証券 19,869 11.1 3,533 3.4 1,120 3.0 1,850 2.1 
会社債権 0 0.0 265 0.3 832 2.2 0 0.0 
勧業債券 690 0.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 
諸株券 49,794 27.7 37,529 36.4 4,280 11.5 23,655 26.8 
商品 14,703 8.2 9,604 9.3 21,116 56.7 17,296 19.6 
地所及建物 60,207 33.5 35,486 34.4 7,880 21.1 25,461 28.8 
信用 34,292 19.1 16,810 16.3 2,035 5.5 20,094 22.7 
合計 179,555 100.0 103,226 100.0 37,263 100.0 88,356 100.0 

出所：各行『営業報告書』、大蔵省『銀行総覧』1910年より作成。

表 5　三行の明治42年上期におけるコルレス網

所在地
青梅 多摩 青梅商業

銀行 資本金 
（円） 支店 銀行 資本金 

（円） 支店 銀行 資本金 
（円） 支店

東京市

左右田銀行 30 万 東京 第百銀行 200 万
第三十六銀行 70 万 東京 明治商業銀行 380 万
東京農商銀行 20 万 明治商業銀行 380 万 四ツ谷

明治商業銀行 380 万 本所

西多摩 羽村銀行 10 万 福生 五日市銀行 20 万 狭山商業銀行 7 万
氷川銀行 5 万 氷川銀行 5 万 成木銀行 5 万

北多摩 多摩農業銀行 15 万 立川

八王子 第三十六銀行 70 万 第三十六銀行 70 万
五日市銀行 20 万 八王子

埼玉

所沢銀行 50 万 川越商業銀行 30 万
第三十六銀行 70 万 飯能 入間銀行 45 万
飯能銀行 50 万 入間銀行 45 万 飯能

飯能銀行 50 万
所沢商業銀行 30 万
川越商業銀行 30 万 入間川

神奈川

左右田銀行 30 万
左右田銀行 30 万 神奈川
左右田銀行 30 万 寿町
左右田銀行 30 万 松ケ枝町
相模共栄銀行 20 万
川崎銀行 20 万

静岡 御殿場銀行 10 万

山梨 若尾銀行 50 万 有信銀行 60 万
上野原銀行 15 万

群馬 三十九銀行 35 万 前橋商業銀行 5 万
千葉 第九十八銀行 24 万
石川 明治商業銀行 380 万 金沢
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っ
た
こ
と
も
あ
り
、取
引
量
は
青
梅
銀
行
に
一
歩
劣
っ
て
い
た
。

同
行
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
他
の
二
行
と
異
な
り
、
本
店

と
は
別
に
二
宮
出
張
所
を
構
え
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
表
1
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
宮
出
張
所
は
本
店
以
上
の
オ
ー
バ
ー
ロ

ー
ン
と
な
っ
て
お
り
、
預
金
吸
収
と
い
う
よ
り
は
貸
付
先
の
確

保
に
貢
献
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
『
東
京
府
西
多
摩
郡
─
第
一
回
郡
勢
一
斑
』（
大
正
三
年
）

に
よ
れ
ば
、同
行
の
出
張
所
が
あ
っ
た
西
多
摩
郡
東
秋
留
村
は
、

現
在
の
あ
き
る
野
市
東
部
に
あ
り
、
多
摩
川
と
秋
川
の
合
流
地

点
に
ほ
ど
近
く
、
郡
内
最
大
の
水
田
面
積
を
擁
し
て
い
た
。
小

規
模
な
が
ら
織
物
工
場
や
煉
瓦
工
場
の
存
在
を
確
認
で
き
、
二

宮
市
場
は
絹
織
物
市
場
と
し
て
は
青
梅
絹
布
市
場
に
次
ぐ
第
二

の
取
引
規
模
を
有
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
一
定
の
商
工
業
の
集

積
に
対
し
て
、
東
秋
留
村
周
辺
の
銀
行
は
約
八
㎞
離
れ
た
西
多

摩
郡
五
日
市
町
の
五
日
市
銀
行
か
、
多
摩
川
対
岸
の
多
摩
農
業

銀
行
（
北
多
摩
郡
大
神
村
）
か
羽
村
銀
行
し
か
な
く
、
同
村
の

商
工
業
者
た
ち
に
と
っ
て
二
宮
出
張
所
の
存
在
は
重
要
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
本
店
か
ら
遠
方
に
位
置
す
る
出
張
所
で
の
融
資
態

度
は
、
情
報
の
非
対
称
性
の
大
き
さ
か
ら
、
慎
重
な
も
の
に
な

方
銀
行
と
の
取
引
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
取
引
店
数
か
ら
見
た

中
心
的
な
存
在
は
、
横
浜
に
本
店
を
置
く
左
右
田
銀
行
で
あ
っ

た
。
青
梅
銀
行
が
横
浜
港
を
通
じ
た
繊
維
製
品
輸
出
と
一
定
の

関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
東
京
方
面
で
は
、
東
京
農
商
銀
行
と
の
取
引
が
確
認

で
き
る
。
同
行
は
南
千
住
に
本
店
を
置
き
、
同
地
の
貨
物
駅
で

あ
る
隅
田
川
駅
は
、
東
北
地
方
へ
出
荷
さ
れ
る
木
材
の
積
出
駅

で
あ
っ
た
。
同
行
は
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
任
意
解
散
に

追
い
込
ま
れ
る
が
、
西
川
材
木
商
組
合
か
ら
要
請
を
受
け
た
飯

能
銀
行
に
よ
っ
て
同
行
の
店
舗
が
買
収
さ
れ
て
い
る
（『
埼
玉

銀
行
史
』）。
東
京
農
商
銀
行
は
木
材
取
引
と
深
く
関
わ
っ
た
銀

行
で
あ
り
、
青
梅
銀
行
に
よ
る
木
材
関
連
金
融
を
通
じ
て
つ
な

が
り
が
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
も
、
三
田
村
の

山
林
地
主
と
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
、複
数
年
で『
営

業
報
告
書
』
を
確
認
で
き
る
多
摩
銀
行
も
含
め
て
、
前
後
の
時

期
の
コ
ル
レ
ス
網
と
大
き
な
差
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
一
期

分
の
掲
載
に
留
め
た
。

（
二
）
多
摩
銀
行

　

多
摩
銀
行
は
、
資
本
金
額
で
は
青
梅
町
内
最
大
規
模
の
銀
行

で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
創
業
の
最
後
発
だ
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ら
ざ
る
を
え
な
い
。
二
宮
出
張
所
の
貸
付
は
、
表
4
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
商
品
担
保
が
過
半
を
占
め
、
そ
の
比
率
は
他
と
比
較

し
て
も
格
段
に
高
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
多
摩
銀
行
の

倉
庫
は
本
店
に
一
棟
、
出
張
所
に
二
棟
と
、
出
張
所
の
方
が
多

い
。
本
店
か
ら
や
や
遠
方
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
米
穀
や
絹
布
な

ど
を
担
保
に
と
っ
た
貸
付
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

表
5
で
多
摩
銀
行
の
コ
ル
レ
ス
網
を
見
る
と
青
梅
銀
行
と
同

様
、
東
日
本
を
中
心
に
コ
ル
レ
ス
網
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
神
奈
川
県
所
在
銀
行
と
の
取
引
は
皆

無
で
、
東
京
市
中
心
部
の
明
治
商
業
銀
行
・
第
百
銀
行
と
い
っ

た
相
対
的
に
規
模
の
大
き
な
銀
行
と
の
取
引
の
存
在
感
が
大
き

か
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
多
摩
銀
行
は
青
梅
町
や
調
布
村

の
織
物
業
者
と
の
関
係
が
深
く
、
そ
の
主
な
生
産
物
は
主
に
国

内
で
消
費
さ
れ
た
布
団
の
布
地
で
あ
る
夜
具
地
で
あ
っ
た
。
多

摩
銀
行
と
の
取
引
が
あ
る
織
物
業
者
に
と
っ
て
、
国
内
市
場
と

の
取
引
が
重
要
だ
っ
た
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
青
梅
商
業
銀
行

　

青
梅
商
業
銀
行
は
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
質
会
社

と
し
て
創
業
し
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
青
梅
商
業
銀

行
に
改
組
さ
れ
た
。
頭
取
は
西
多
摩
郡
箱
根
ヶ
崎
村
の
織
物
買

継
商
で
あ
る
村
山
平
三
郎
で
、
同
村
に
本
店
を
置
く
狭
山
商
業

銀
行
の
頭
取
も
兼
任
し
て
い
た
。
規
模
と
し
て
は
青
梅
町
内
最

小
で
、
表
1
・
2
を
見
る
限
り
、
経
営
内
容
も
良
好
と
は
い
え

な
い
。
割
引
手
形
を
中
心
に
貸
付
額
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
も
の

の
、
預
金
は
当
座
預
金
が
圧
倒
的
に
多
く
、
預
貸
率
は
多
摩
銀

行
二
宮
出
張
所
に
近
い
。
表
4
に
よ
れ
ば
、
信
用
貸
付
・
商
品

担
保
貸
付
の
比
率
が
三
行
で
最
も
高
く
、
村
山
平
三
郎
の
機
関

銀
行
的
性
格
な
い
し
狭
山
商
業
銀
行
の
支
店
的
な
性
格
を
帯
び

て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
表
5
で
コ
ル
レ
ス
網
を
確
認
す
る
と
、
西
多
摩
郡
内

の
狭
山
商
業
銀
行
お
よ
び
成
木
銀
行
に
限
ら
れ
て
い
る
。
規
模

の
小
さ
さ
か
ら
コ
ー
ル
市
場
に
本
格
的
に
関
わ
る
こ
と
は
困
難

で
、
特
に
狭
山
商
業
銀
行
と
の
密
接
な
関
わ
り
の
中
で
短
期
的

な
資
金
調
整
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

三
行
の
経
営
者
と
株
主

（
一
）
経
営
者

　

表
6
は
、
主
に
国
立
国
会
図
書
館
の
次
世
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
を
利
用
し
て
、
青
梅
町
内
三
行
の
経
営
者
の
性
格
を

判
明
す
る
限
り
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
時
点
で
の
青
梅
銀
行
の
頭
取
は
、
西
多
摩
郡
三
田
村
の

酒
造
業
者
・
山
林
地
主
で
あ
り
、
青
梅
鉄
道
取
締
役
で
も
あ
っ

た
小
澤
芳
重
で
あ
る
。
そ
の
他
、
織
物
買
継
商
や
青
梅
染
色
取

締
役
と
い
っ
た
繊
維
業
関
係
者
に
、
在
地
の
地
主
・
醸
造
業
者

を
加
え
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
経
営
者
の
自
己
名
義
に
よ
る

持
株
数
は
少
な
い
も
の
の
、
後
述
す
る
表
8
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
彼
ら
の
息
子
の
世
代
が
二
〇
〇
株
前
後
の
大
株
主
と
な
っ

て
い
た
（
小
澤
太
平
二
二
六
株
・
平
岡
久
左
衛
門
一
九
六
株
な

ど
）。
同
時
代
の
多
く
の
地
方
銀
行
と
同
様
、
所
有
と
経
営
の

分
離
が
十
分
に
進
ん
で
い
た
と
は
み
な
し
が
た
い
だ
ろ
う
。

　

多
摩
銀
行
の
頭
取
は
、
青
梅
町
の
金
融
業
者
で
郵
便
局
長
も

務
め
た
地
主
で
あ
る
山
崎
喜
右
衛
門
だ
っ
た
。
山
崎
を
含
む
質

業
者
が
計
三
名
役
員
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
こ
の
点
は
村
外
の

資
産
家
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
質
業
者
が
取
締
役
に
存
在
し
な

い
青
梅
銀
行
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
多
摩
銀
行
取
締
役
の
井
上
倉
吉
は
、
青
梅
織
物
同
業

組
合
長
を
務
め
、
後
に
多
摩
銀
行
頭
取
に
就
任
す
る
人
物
で
あ

る
。
二
宮
出
張
所
所
在
地
で
あ
る
東
秋
留
村
か
ら
入
っ
た
二
名

の
取
締
役
の
職
業
は
農
・
地
主
で
、
共
に
非
商
工
業
者
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
材
木
販
売
業
者
が
一
名
取
締
役
に
入
っ
て
お
り
、

銀
行 役職 氏名 住所 所有株数（株） 総出資額 

（円） 職業青梅 多摩 青商

青
梅
銀
行

取締役頭取 小澤芳重 三田村 30 1,500 酒造業、青梅鉄道取締役
取締役 平岡実興 青梅町 ─ 織物買継業
取締役 堀内氏通 青梅町 ─ 士族
取締役 並木武三郎 青梅町 ─ 青梅染色取締役
監査役 田村半十郎 福生村 297 14,850 農、酒造業、青梅鉄道取締役
監査役 林正樹 三田村 140 50 9,500 旅人宿業

多
摩
銀
行

取締役頭取 山崎喜右衛門 青梅町 122 6,100 農業、金銭貸付業、質業、郵便局長
取締役 井上倉吉 調布村 77 3,850 青梅織物同業組合長
取締役 森田林三郎 東秋留村 77 3,850 地主
取締役 野村五兵衛 吉野村 55 30 40 6,250 質屋、材木販売業
取締役 内田嘉右衛門 東秋留村 30 1,500 農
監査役 野崎伴蔵 霞村 90 44 6,700 質屋、青梅商業銀行取締役
監査役 木村源兵衛 氷川村 30 44 3,700 氷川銀行頭取
監査役 橋本福次郎 青梅町 50 20 3,500 青梅運送社長

青
梅
商
業
銀
行

取締役頭取 村山平三郎 箱根ヶ崎村 27 95 6,100 織物買継商、狭山商業銀行頭取
取締役 島田卯三郎 小曽木村 10 55 3,250 農
取締役 野崎伴蔵 霞村 90 44 6,700 質屋、多摩銀行監査役
取締役 市川正平 三田村 20 20 2,000 質屋
監査役 宮岡兵吾 大久野村 27 30 22 3,950 医師
監査役 加藤荘三郎 入間郡金子村 15 20 1,750 飯能銀行取締役、飯能貯蓄銀行取締役
監査役 福島小三郎 青梅町 17 20 1,850 機業

出所：『日本信用録 6 版』1915年、『京浜信用録』1908年、『武蔵国三多摩郡公民必携名家鑑』1897年、『日本紳士録 第 3 版』、
『銀行会社要録 第 4 版』1897年、『信用カード─府県別 東京府』1918年、『日本商工営業録（第 1 版）』1898年、『日本
織物人名録』1926年 、『人事興信録 4版』1915年、『日本東京医事通覧』1901年、早川大介「戦前多摩の資産家と金融
機関」『多摩のあゆみ』186、2022年より作成。

表 6　三行の役員とその属性
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共
に
木
材
の
流
送
に
使
わ
れ
た
多
摩
川
・
秋
川
の
合
流
地
点
と

し
て
、
二
宮
出
張
所
で
は
材
木
関
連
の
取
引
が
存
在
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
多
摩
銀
行
の
役
員
は
相
当
規
模
の
株
式
を
所
有
し
て

お
り
、
青
梅
商
業
銀
行
の
株
を
持
つ
者
も
多
い
。
多
摩
銀
行
自

体
も
青
梅
商
業
銀
行
株
二
〇
株
を
所
有
し
て
お
り
、
監
査
役
一

名
が
青
梅
商
業
銀
行
の
取
締
役
を
兼
任
し
て
い
る
。
両
行
の
間

に
は
一
定
の
関
係
性
が
存
在
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

最
後
に
、
青
梅
商
業
銀
行
の
頭
取
は
、
前
述
の
通
り
村
山
平

三
郎
で
、
最
大
株
主
で
も
あ
っ
た
。
前
身
が
「
質
会
社
」
だ
け

に
、
取
締
役
に
質
業
者
が
二
名
入
っ
て
お
り
、
う
ち
一
名
は
多

摩
銀
行
監
査
役
だ
っ
た
。
青
梅
在
住
者
は
監
査
役
の
機
業
者
一

名
に
と
ど
ま
り
、
埼
玉
県
を
含
む
周
辺
農
村
部
の
有
力
者
が
多

い
。
入
間
郡
金
子
村
の
加
藤
荘
三
郎
を
介
し
て
飯
能
銀
行
・
飯

能
貯
蓄
銀
行
と
の
人
的
関
係
が
存
在
し
て
お
り
、
表
5
で
コ
ル

レ
ス
取
引
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
青
梅
・
飯
能
と
も
に
織

物
の
集
散
地
で
あ
る
の
で
、
そ
の
関
係
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

（
二
）
株
主

　

表
7
に
は
、
青
梅
町
内
三
行
の
出
資
者
数
を
出
資
総
額
別
に

整
理
し
た
。
三
行
へ
の
出
資
者
三
八
〇

名
中
、
三
行
全
て
に
出
資
し
て
い
る
者

は
八
名
、
二
行
は
四
五
名
で
あ
っ
た
。

組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
、
多
摩
銀
行
×

青
梅
商
業
商
業
が
二
三
名
と
最
も
多

く
、
青
梅
×
青
梅
商
業
銀
行
は
五
名
と

最
も
少
な
い
。
経
営
者
の
兼
任
関
係
か

ら
も
推
測
さ
れ
た
多
摩
銀
行
と
青
梅
商

業
銀
行
と
の
相
対
的
に
密
接
な
関
係
に

照
応
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
青
梅
銀
行
は
出
資
者
数
が
最

も
少
な
く
、
少
数
の
資
産
家
が
大
株
主

と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
多
摩
銀
行

は
零
細
多
数
の
株
主
に
よ
っ
て
分
散
的

に
所
有
さ
れ
て
い
る
。
零
細
預
金
を
集

め
る
青
梅
銀
行
が
、
出
資
者
構
成
で
は

資
産
家
依
存
で
、
多
摩
銀
行
と
対
照
的

で
あ
る
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。

　

表
8
に
は
、
大
株
主
と
三
行
出
資
者
の
性
格
を
示
し
た
。
監

査
役
を
中
心
に
、
所
属
行
以
外
の
銀
行
へ
の
株
式
投
資
も
確
認

総出資額 三行出資 青梅×多摩 青梅×青商 多摩×青商 青梅のみ 多摩のみ 青商のみ 計
10000円- 2 2 4
5000-9999 3 2 1 1 3 1 11
3000-4999 3 2 2 2 8 3 20
1000-2999 2 8 2 18 13 34 19 96
500-999 2 2 2 12 48 29 95
300-499 1 8 18 14 41
50-299 16 61 36 113

計 8 17 5 23 56 170 101 380
出所：各行『営業報告書』より作成。

表 7　総出資額別の出資者数 （1909年上期）	 単位：人
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で
き
る
。
青
梅
銀
行
の
大
株
主
は
三
田
村
に
四
名
存
在
し
、
こ

れ
は
青
梅
町
内
の
三
名
よ
り
も
多
い
。
頭
取
で
あ
る
小
澤
家
と

の
関
係
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
多
摩
銀
行
最
大
株
主
の
佐
藤

康
剛
の
性
格
は
残
念
な
が
ら
判
明
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
次

ぐ
大
株
主
は
頭
取
の
山
崎
で
あ
る
。

　

同
じ
く
表
8
の
下
段
に
示
し
た
三
行
出
資
者
も
ま
た
、
そ
の

属
性
は
必
ず
し
も
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
根
岸
定
兵
衛
や

海
藤
梅
吉
な
ど
は
青
梅
町
在
住
と
推
測
さ
れ
る
が
、
史
料
的
な

裏
付
け
は
な
い
。
多
摩
銀
行
と
青
梅
商
業
銀
行
の
役
員
に
は
三

行
す
べ
て
に
出
資
し
て
い
る
者
が
い
る
一
方
、
染
料
や
織
物
と

い
っ
た
青
梅
町
周
辺
に
根
付
い
た
繊
維
関
係
業
者
も
多
く
、
そ

の
資
金
需
要
の
強
さ
と
資
金
力
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。お

わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
青
梅
町
内

に
本
店
を
置
く
三
行
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
性
格
を
有
し
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
山
間
部
の
資
産
家
へ
の
依
存
度
の
高
い
青

梅
銀
行
が
貯
蓄
部
を
通
じ
た
零
細
預
金
吸
収
に
成
功
し
て
い
た

の
に
対
し
、
多
摩
銀
行
は
二
宮
出
張
所
設
置
に
よ
る
商
品
担
保

氏名 住所
所有株数（株） 総出資額 

（円） 職業 銀行役職
青梅 多摩 青商

田村半十郎 福生村 297 14,850 農、酒造業、青梅鉄道取締役 青梅監査役
福田甚五兵衛 三田村 216 45 13,050 材木卸
小澤太平 三田村 226 11,300 酒造業、材木杉皮卸 （青梅頭取小澤芳重の子）
佐藤康剛 n.a. 79 123 10,100 ─
平岡久左衛門 青梅町 196 9,800 織物買継業 （青梅取締役平岡実興の子）
林正樹 三田村 140 50 9,500 旅人宿業 青梅監査役
山崎勘平 三田村 179 8,950 農兼商
根岸善太郎 青梅町 155 7,750 織物生糸書籍商
野崎伴蔵 霞村 90 44 6,700 質屋 多摩監査役、青商取締役
村山平三郎 箱根ヶ崎村 27 95 6,100 織物買継商 青商頭取、狭山商銀頭取

山崎喜右衛門 青梅町 122 6,100 農業、金銭貸付業、質業、
郵便局長 多摩頭取

桑田浜二郎 青梅町 58 54 5,600 荒物・石油商 多摩監査役、青商監査役
（1918 年）

海藤慶蔵 青梅町 48 47 43 6,900 染料・小間物商
野村五兵衛 吉野村 55 30 40 6,250 質屋、材木販売業 多摩取締役
青木八郎平 三田村 55 40 20 5,750 ─
久保田森太郎 吉野村 40 25 25 4,500 蚕業・織物製造業
宮岡兵吾 大久野村 27 30 22 3,950 医師 青商監査役
根岸定兵衛 n.a. 17 8 40 3,250 ─
井上徳兵衛 n.a. 27 20 12 2,950 ─
海藤梅吉 n.a. 22 20 4 2,300 ─
出所：表 6 に同じ。

表 8　大株主・三行出資者の属性
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金
融
の
多
さ
に
特
徴
が
あ
り
、
青
梅
商
業
銀
行
は
外
部
銀
行
の

出
先
機
関
的
性
格
を
有
し
て
い
た
。
改
め
て
創
業
年
順
に
設
立

の
経
緯
を
振
り
返
っ
て
大
胆
に
推
測
を
加
え
る
と
、
青
梅
鉄
道

を
中
心
に
結
集
し
た
西
多
摩
郡
内
の
資
産
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

基
づ
い
て
創
設
さ
れ
た
最
古
の
青
梅
銀
行
と
、
狭
山
商
業
銀
行

の
出
先
機
関
的
性
格
を
持
つ
二
番
手
の
青
梅
商
業
銀
行
に
よ
っ

て
は
十
分
に
資
金
需
要
を
満
た
さ
れ
な
い
質
業
者
や
織
物
関
係

業
者
が
、
最
後
発
の
多
摩
銀
行
に
結
集
し
た
、
と
い
う
経
緯
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
織
物
買
継
商
の
機
関
銀
行
的
性
格

を
持
つ
青
梅
商
業
銀
行
と
、
青
梅
の
織
物
業
者
を
代
表
す
る
井

上
倉
吉
が
取
締
役
を
務
め
る
多
摩
銀
行
の
間
に
は
、
出
資
・
役

員
を
通
じ
た
一
定
の
関
係
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
、
青
梅
銀

行
に
よ
っ
て
は
満
た
さ
れ
ぬ
資
金
需
要
を
、
繊
維
関
係
業
者
が

有
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
う
し
て
町
内
の
三
行
は
、

地
元
の
異
な
る
資
金
需
要
に
対
応
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
青
梅
の
金
融
市
場
は
、
金
融
機
関
が

棲
み
分
け
つ
つ
も
そ
れ
な
り
に
競
争
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
明
治
四
二
年
上
期
が
三
行
の
『
営
業
報
告

書
』
が
同
時
に
利
用
可
能
で
あ
る
と
い
う
史
料
的
制
約
に
よ
り
、

時
期
を
限
定
し
て
各
行
の
性
格
を
検
討
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
特

に
一
定
の
『
営
業
報
告
書
』
が
残
さ
れ
て
い
る
青
梅
銀
行
と
多

摩
銀
行
に
つ
い
て
は
、
よ
り
立
ち
入
っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

こ
じ
ま　

よ
う
へ
い

東
京
大
学
経
済
学
研
究
科
准
教
授

あ
き
る
野
市
在
住


